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第５章 おわりに 

 

本研究では、長周期地震動に対する超高層鉄骨造建築物を対象として、通常の超高層建築物の

クライテリア（層間変形角 1/100、塑性率 2）を用いない安全性検証方法を確立するための検討を

実施した。 

現在の超高層建築物等の性能評価で用いられている設計用の長周期地震動は、地域や周期によ

っては、これまでの告示波の 2 倍程度の速度応答スペクトルとなる場合があり、通常のクライテ

リアで設計を行う場合、設計が困難となる可能性がある。通常のクライテリアを用いない場合、

建築物の設計時の最大層間変形角が 1/100 よりも大きくなる可能性があるため、梁端部だけでな

く、柱部材についても限界性能評価式を用いて安全性を確認する必要がある。また、1/100 よりも

大きな層間変形角を許容する上では、設計用の地震動よりも大きな地震動が作用した場合の余力

についても検討しておく必要があると考えられる。 

そこで、本研究では、鉄骨柱部材と CFT（コンクリート充填鋼管）柱部材を対象として、設計

用疲労曲線式を提示するための実験や解析的検討を行なった。また、柱や梁部材の破断や耐力劣

化などを考慮し、建物の倒壊までの追跡が可能な地震応答解析を行なって、設計用の地震動より

も大きな地震動が作用した場合でも、一定の余力が確保されるような方策について検討した。 

鉄骨柱部材については、繰り返し荷重が作用する角形断面鋼管柱を対象に、変動軸力・変動振

幅下の特性に着目した繰返し載荷実験や FEM 解析を実施し、一定軸力での多数回繰り返し特性、

変動軸力での多数回繰り返し特性、及び、任意の変位振幅での多数回繰り返し特性を把握し、そ

れらに基づく疲労性能評価式を提案した。 

CFT 柱部材については、既往の研究の分析を行った上で、CFT 柱部材の多数回繰り返し載荷実

験として、変動変位振幅や変動軸力の影響などについて検討し、これらの結果に基づいて、実験

下限値を与える疲労性能評価式を提案した。 

設計時に 1/100 よりも大きな層間変形角を許容する場合の耐震安全性検証方法として、提案さ

れた鉄骨柱部材と CFT 柱部材の疲労性能評価式を用いた安全性検証方法を提案するとともに、設

計用の地震動よりも大きな地震動が作用した場合でも、一定の余力が確保されるようにするため

の最大層間変形角の限界値の設定方法を提案した。 

今後の課題として、鉄骨柱部材と CFT 柱部材の疲労性能評価式に関しては、さらなる実験資料

の蓄積による精度向上が必要と考えられる。また、耐震安全性検証方法に関しては、より多くの

適用事例により検証すること等が望まれる。 
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